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▼	

新
理
事
長
に
升
田
忠
昭
さ
ん
が
就
任

	

理
事
に
新
任
3
人
、再
任
15
人

　
─
─
定
時
総
会
で
新
体
制
を
決
め
る

▼	

川
崎
市
で「
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」始
め
る

▼	

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
支
援
講
座

▼	

千
葉
ふ
れ
プ
ラ
の
利
用
者
、累
計
2
0
0
万
人
に
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M e s s a g e
こ
の
度
、
２
０
１
７
年
６
月
の
Ｗ
Ａ
Ｃ
定
時
総
会
後
の
理

事
会
に
て
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
升
田
忠
昭
で
す
。

一
番
ヶ
瀬
元
会
長
の
言
葉
を
胸
に

思
い
返
し
ま
す
と
、
米
国
主
要
企
業
３
社
の
経
営
を
卒
業

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
世
界
に
参
画
し
た
の
は
２
０
０
２

年
で
、
そ
の
後
、
一
番�

ヶ
瀬
康
子
Ｗ
Ａ
Ｃ
旧
会
長
の
ご
要
請

で
、
２
０
０
５
年
に
Ｗ
Ａ
Ｃ
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
一
番
ヶ
瀬
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
私
へ
の
期
待

の
お
言
葉
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

「
升
田
さ
ん
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
と
し
て
の
存
在
感
を
出
し
て
い
か
な

い
と
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
増
え
て
い

き
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
は
そ
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｃ

と
し
て
の
他
に
な
い
存
在
感
を
出
す
最
適
な
方
法
は
、
例
え

ば
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
（
旧
全
米
退
職
者
協
会
）
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で

す
」。こ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
私
は
、
過
去

20
年
以
上
に
わ
た
る
米
国
主
要
企
業
で
の
経
営
経
験
を
活
か

し
、
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
、
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
日
本
事
務
所
代
表
と
し
て
、

２
０
０
６
年
に
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
主
催
で
日
本
経
済
新
聞
社
と
高
連

協
が
協
賛
し
て
日
本
に
お
い
て
初
め
て
の
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
フ
ォ
ー

ラ
ム
「R

einventing R
etirem

ent

」
を
東
京
の
国
際
連
合

大
学
で
開
催
し
、
数
名
の
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
ボ
ー
ド
・
メ
ン
バ
ー
が

参
加
さ
れ
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

10
年
ぶ
り
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

今
回
、
10
年
の
時
を
経
て
、
再
度
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
理
事
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
し
く
Ｗ
Ａ
Ｃ
に
と
っ
て
「
基
本

的
改
革
と
新
た
な
成
長
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
年
で
あ
り
ま

す
。Ｗ

Ａ
Ｃ
の
理
念
・
目
的
で
あ
る
「
豊
か
で
活
力
の
あ
る
長

寿
社
会
の
構
築
と
長
寿
社
会
文
化
の
発
展
へ
の
寄
与
」
の
も

と
、
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
共
に
働
き
、
社
会
に
役
立
ち
、
元

気
に
学
び
、
も
っ
と
楽
し
も
う
」
と
い
う
原
点
に
戻
っ
て
の

基
本
的
改
革
が
必
須
で
す
。

少
子
高
齢
化
及
び
地
域
格
差
が
進
む
社
会
環
境
下
に
あ
っ

て
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
理
念
・
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
４

点
を
私
の
主
要
な
抱
負
目
標
と
し
て
、
今
後
、
具
体
的
な
施

策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
高
齢
者
の
活
動
の
場
」
の
提
供

ま
ず
、
一
つ
目
と
し
て
、
高
齢
者
の
活
動
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
が
能
動
的
に
活
動
で
き
る

（A
ctive A

ging

）
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

二
つ
目
と
し
て
、
高
齢
者
の
「
自
助
」「
互
助
」
を
効
果

的
・
効
率
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
健
康
年
齢
」

の
延
伸
を
図
り
、
社
会
的
コ
ス
ト
の
軽
減
に
貢
献
す
る
。

三
つ
目
と
し
て
、「
介
助
者
」（
家
族
・
支
援
事
業
者
）
支

援
を
効
果
的
・
効
率
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高

品
質
・
低
価
格
な
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
に
提
供
す
る
こ

と
に
貢
献
す
る
。

最
後
は
、
高
齢
者
の
生
活
基
盤
充
実
の
た
め
の
社
会
シ
ス

テ
ム
の
進
展
（A

ging in P
lace

）
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
と
の
連
携
も
視
野
に

同
時
に
、
次
の
こ
と
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｃ
ポ

イ
ン
ト
の
再
構
築
と
活
性
化
に
向
け
た
支
援
強
化
、
そ
れ
ら

の
実
現
に
よ
る
個
人
会
員
の
増
強
、
ま
た
企
業
と
の
連
携
強

化
に
よ
る
法
人
会
員
の
増
強
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
可
能
な
分
野
の
検
討

も
早
急
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

私
、
升
田
は
現
在
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
そ
の
役
職

に
あ
り
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
と
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
と
の
連
携
ブ
リ
ッ
ジ
役
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
年
２
０
１
８
年
に
Ｗ
Ａ
Ｃ
は
創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
魅
力
あ
る
新
生
Ｗ
Ａ
Ｃ
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
会

員
の
み
な
さ
ま
方
よ
り
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
に
対
す
る
積
極
的
な
ご
提

案
、
ま
た
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
理
事
長
へ
の
就
任
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
な
ら
び
に
ご
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
30
年
を
機
に

原
点
返
り
の
改
革
を
断
行

升田忠昭
新理事長
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公
益
社
団
法
人
・
長
寿
社
会
文
化
協
会（
Ｗ

Ａ
Ｃ
）
は
２
０
１
７
年
６
月
28
日
、
東
京
都

港
区
の
日
本
女
子
会
館
で
定
時
総
会
を
開
い

た
。正

会
員
１
４
２
人
の
う
ち
、
本
人
出
席
が

33
人
、
議
決
権
行
使
書
を
届
け
出
て
出
席
と

見
な
さ
れ
た
の
は
46
人
、
合
計
79
人
と
な
っ

た
。
事
務
局
長
の
小
町
純
一
さ
ん
か
ら
「
正

会
員
総
数
の
過
半
数
を
超
え
て
お
り
、
定
款

第
18
条
の
規
定
に
よ
り
、
総
会
が
成
立
し
て

い
る
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
町
事

務
局
長
か
ら
「
総
会
前
に
開
か
れ
た
第
２
回

理
事
会
で
須
藤
康
夫
理
事
長
が
辞
任
し
、
升

田
忠
昭
理
事
が
立
候
補
し
て
理
事
長
と
し
て

承
認
さ
れ
た
」
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
、
定
款
第
17
条
の
規
定
に
よ
り
、

総
会
の
議
長
に
茶
山
ち
え
子
さ
ん
を
選
出
し

た
。第

1
号
議
案

２
０
１
６
年
度
事
業
報
告

茶
山
議
長
が
「
決
議
事
項
の
第
１
号
議
案

に
つ
い
て
小
町
事
務
局
長
か
ら
報
告
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
要
請
し
、
小
町
事
務
局
長
と

担
当
理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

【
公
益
事
業
１
】

千
葉
県
か
ら
の
指
定
管
理
者
事
業
の
千
葉

県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
第
３
期
指
定

管
理
の
３
年
目
で
あ
り
、
総
利
用
者
数
が
２

年
連
続
20
万
人
を
超
え
た
。
認
知
症
予
防
に

関
し
て
は
講
演
会
、
介
護
予
防
講
習
「
ピ
ン

ピ
ン
キ
ラ
リ
初
歩
麻
雀
」、
学
会
発
表
な
ど

を
実
践
し
た
。
県
に
よ
る
評
価
で
は
優
良
の

総
合
評
価
を
受
け
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
事
業
は
、

評
価
件
数
は
48
件
、
収
入
実
績
は
予
算
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
事
業
と
し
て
認

め
ら
れ
、
正
式
な
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
一
般
管
理
費
を
負
担
し
た
上
で
、
目
標

の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
は
ほ
ぼ
達
成
で
き

た
。機

関
誌
の
「
ふ
れ
あ
い
ね
っ
と
」
は
４
回

発
行
し
た
。
本
部
事
業
と
ポ
イ
ン
ト
の
活
動

を
取
り
上
げ
た
。

【
公
益
事
業
２
】

「
み
な
と
＊
し
ご
と
55
」
は
就
職
者
数
が
減

少
し
た
。
し
か
し
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
再
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
合
同
就
職
面
接
会
な
ど

で
地
道
な
努
力
を
し
て
、
都
内
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
就
業
セ
ン
タ
ー
で
２
番
目
の
実
績

を
上
げ
て
い
る
。

【
公
益
事
業
３
】

Ｗ
Ａ
Ｃ
独
自
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
開
設
講
座
を
２
期
行
っ
た
。
ま
た
、

認
知
症
カ
フ
ェ
・
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
開
設

講
座
を
初
め
て
開
き
、
受
講
生
が
介
護
事
業

所
な
ど
に
広
が
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
８
人
が
、

３
月
に
開
か
れ
た
全
国
交
流
会
に
出
席
し
、

約
１
５
０
人
の
前
で
開
設
プ
ラ
ン
を
発
表
し

た
。
そ
の
他
、
千
葉
県
柏
市
で
開
設
者
の
学

び
直
し
講
座
、
川
崎
市
宮
前
区
で
開
設
講
座

の
運
営
や
講
師
と
し
て
加
わ
っ
た
。

【
収
益
事
業
１
】

介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
、
ポ
イ
ン
ト
の

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ま
つ
ど
や
東
京
都
北
区
、

川
崎
市
で
開
催
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
引

き
続
き
、
東
京
し
ご
と
財
団
か
ら
の
委
託
で

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
研
修
を
年
６
回
開
催
し

た
。
そ
の
他
、
愛
知
県
で
も
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
研
修
を
行
っ
た
。
高
齢
者
疑
似
体
験
や

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
義
を
入
れ
た
内
容
と

し
た
。

【
収
益
事
業
２
】

高
齢
者
疑
似
体
験
事
業
は
厳
し
い
が
、
研

修
依
頼
は
堅
調
だ
っ
た
。
１
０
３
人
が
イ
ン

升
田
忠
昭
さ
ん
が
新
理
事
長
に

定
款
の一部
改
定
、

役
員
の「
任
期
１
年
」議
案
は
見
送
り

WAC
定時総会
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ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
研
修
を
修
了
し
た
。
認

知
症
疑
似
体
験
事
業
は
、
大
阪
の
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
展
」
へ
の
出
展
、
山
梨
県
立
介
護
実

習
普
及
セ
ン
タ
ー
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養

成
研
修
な
ど
を
行
っ
た
。

【
収
益
事
業
３
】

品
川
区
委
託
事
業
と
し
て
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
、
男
の
手
料
理
教
室
、
パ
イ
ゲ
ー
ム
を
行

っ
た
。
パ
イ
ゲ
ー
ム
は
品
川
区
の
介
護
予
防

事
業
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
モ
デ
ル
教

室
を
継
続
し
た
。

２
０
１
６
年
度
収
支
実
績

小
町
事
務
局
長
か
ら
「
財
務
諸
表
を

見
る
と
厳
し
い
状
況
で
、
収
支
差
は

９
９
０
万
７
千
円
の
マ
イ
ナ
ス
に
終
わ
っ
た
。

高
齢
者
疑
似
体
験
が
大
幅
に
減
少
し
、
会
費

も
低
調
だ
っ
た
。
し
か
し
、
事
業
報
告
、
会

計
と
も
適
正
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
鈴
木
誠

監
事
に
確
認
し
た
」
と
報
告
さ
れ
た
。

事
業
報
告
に
関
連
し
て
、
会
員
か
ら
「
会

計
に
熊
本
支
援
活
動
は
入
っ
て
い
な
い
の

か
」
と
い
う
質
問
が
出
て
、
小
町
事
務
局
長

が
「
１
０
０
万
円
の
助
成
金
を
頂
い
て
、
約

90
万
円
支
出
し
、
残
り
は
お
返
し
し
た
」
と

答
え
た
。

議
長
が
採
決
に
入
り
、
第
１
号
議
案
は
全

員
賛
成
で
承
認
さ
れ
た
。

第
2
号
議
案

２
０
１
７
年
度
事
業
計
画

小
町
事
務
局
長
と
担
当
理
事
か
ら
提
案
趣

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

【
公
益
事
業
１
】

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
認
知

症
助
け
合
い
カ
フ
ェ
の
人
数
が
減
少
し
て
い

る
の
で
見
直
す
。
研
修
は
応
募
が
多
く
、
内

容
を
充
実
し
て
い
く
。

第
三
者
評
価
事
業
は
、
事
務
局
体
制
の
見

直
し
が
今
後
の
課
題
。
単
価
を
上
げ
る
た
め

に
評
価
の
質
の
向
上
、
新
規
顧
客
の
開
拓
に

取
り
組
む
。

「
ふ
れ
あ
い
ね
っ
と
」
は
、
年
６
回
の
発
行

を
目
指
す
。

【
公
益
事
業
２
】

「
み
な
と
＊
し
ご
と
55
」
は
、
５
年
間
の
契

約
更
新
と
な
っ
た
。

【
公
益
事
業
３
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
事
業
を
引
き
続
き

進
め
る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
講
座
を
開

催
し
、
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

【
収
益
事
業
１
】

昨
年
度
ま
で
パ
ソ
ナ
か
ら
受
注
し
て
い
た

川
崎
市
の
研
修
を
直
接
受
託
し
た
。
受
講
料

が
各
地
で
値
下
が
り
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

中
で
、
差
別
化
が
課
題
。

【
収
益
事
業
２
】

高
齢
者
疑
似
体
験
事
業
は
、
既
存
購
入
先

へ
は
長
期
レ
ン
タ
ル
な
ど
で
フ
ォ
ロ
ー
を
行

っ
て
い
く
。
新
規
開
拓
と
し
て
、
自
動
車
事

故
の
防
止
の
た
め
に
研
修
導
入
を
提
案
す
る
。

認
知
症
疑
似
体
験
は
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
影
響
も
あ
り
、
問
い
合
わ
せ

が
増
え
た
。
開
発
か
ら
年
数
が
経
っ
て
い
る

の
で
今
年
度
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

【
収
益
事
業
３
】

品
川
区
委
託
事
業
を
継
続
す
る
。

事
業
計
画
に
関
連
し
て
、
会
員
か
ら
、
ポ

イ
ン
ト
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
、
外
国
人
技
能

実
習
制
度
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
員
の
活
用
や

Ｐ
Ｒ
、
情
報
交
流
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

議
長
が
採
決
に
入
り
、
第
２
号
議
案
は
全

員
賛
成
で
承
認
さ
れ
た
。

第
3
号
議
案

定
款
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

小
町
事
務
局
長
の
提
案
趣
旨
説
明
の
あ
と
、

会
員
か
ら
、
役
員
の
任
期
を
１
年
と
す
る
こ

と
へ
の
反
対
意
見
が
相
次
ぎ
、
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
た
。
原
案
の
一
部
を
修
正
す
る
提
案

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
顧
問
弁
護
士
か
ら
、

す
で
に
議
決
権
行
使
書
に
よ
り
41
人
の
賛
成

票
が
あ
る
が
、
新
た
な
修
正
案
に
つ
い
て
出

席
正
会
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
を
得
る

こ
と
は
で
き
ず
、
本
総
会
内
で
可
決
さ
れ
る

可
能
性
が
な
い
こ
と
、
条
項
ご
と
の
賛
否
で

は
な
く
原
案
全
体
に
対
し
て
の
賛
否
を
と
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

議
長
が
採
決
に
入
り
、
第
３
号
議
案
は
賛

成
が
出
席
正
会
員
79
人
の
議
決
権
の
３
分
の

２
以
上
に
当
た
る
53
人
に
達
し
な
か
っ
た
た

め
、
定
款
第
19
条
に
基
づ
き
否
決
さ
れ
た
。
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2016年度収支実績

5

（単位：千円）

第
4
号
議
案

「
役
員
の
報
酬
並
び
に
費
用
に
関
す
る
規
程
」

の
一
部
改
定
に
つ
い
て

小
町
事
務
局
長
の
提
案
趣
旨
説
明
の
あ
と
、

会
員
か
ら
、
第
３
号
議
案
の
否
決
と
の
関
係
、

第
４
条
の
妥
当
性
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
顧
問
弁
護
士
か
ら
、

第
４
号
議
案
は
も
と
も
と
あ
る
規
程
を
改
定

す
る
も
の
で
、
第
３
号
議
案
と
関
係
な
く
決

議
で
き
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

議
長
が
採
決
に
入
り
、
第
４
号
議
案
は
満

場
異
議
な
く
こ
れ
を
承
認
可
決
し
た
。

第
5
号
議
案

役
員
の
報
酬
限
度
額
に
つ
い
て

小
町
事
務
局
長
か
ら
提
案
趣
旨
説
明
、
顧

問
弁
護
士
か
ら
第
３
号
議
案
と
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
第
５
号
議
案
は
否
決
さ

れ
た
。

第
6
号
議
案

理
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
定
期
改
選

第
7
号
議
案

監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
定
期
改
選

茶
山
議
長
が
「
役
員
選
挙
は
平
成
29
年
５

月
24
日
に
改
定
さ
れ
た
役
員
選
挙
管
理
規
程

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
」
と
し
て
、
鷹
野

義
量
選
挙
管
理
委
員
長
に
対
し
選
挙
の
実
施

方
法
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

鷹
野
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
、
第
３
号
議

案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
監

事
の
任
期
は
４
年
の
ま
ま
と
な
り
、
第
７
号

議
案
は
成
立
し
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
経
過
報
告
及
び
投
票
方
法
の
説
明
が

あ
っ
た
。

鷹
野
選
挙
管
理
委
員
長
が
「
理
事
立
候
補

者
20
人
全
員
が
有
効
投
票
数
の
過
半
数
を
超

え
る
賛
成
を
獲
得
し
た
」
と
選
挙
結
果
を
報

告
し
、
賛
成
多
数
で
第
６
号
議
案
は
承
認
可

決
さ
れ
た
。
な
お
、
個
別
の
投
票
結
果
は
別

途
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

選
出
し
た
理
事
は
次
の
各
氏
で
あ
る

（
五
十
音
順
、
敬
称
略
、
辞
退
し
た
１
人
を

除
く
19
人
）。

浅
川
明
子
、
浅
川
澄
一
、
梅
原
ゆ
き
江
、

小
川
眞
誠
、
角
湯
千
鶴
、
纐
纈
恵
美
子
、
小

林
里
美
、
小
町
純
一
、
須
藤
康
夫
、
高
倉
幸

次
、田
中
千
世
子
、茶
山
ち
え
子
、西
川
周
子
、

浜
洋
子
、
平
野
陽
子
、
藤
井
紘
一
郎
、
升
田

忠
昭
、
町
野
美
和
、
三
宅
章
之
。

以
上
で
、
定
時
総
会
の
議
案
審
議
は
す
べ

て
終
了
し
、
議
長
は
閉
会
を
宣
言
し
た
。

15
分
の
休
憩
の
間
に
、
第
３
回
理
事
会
を

開
き
、
代
表
理
事
と
常
務
理
事
を
選
出
し
た
。

以
下
の
と
お
り
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）。

代
表
理
事
・
理
事
長
に
升
田
忠
昭
、
常
務

理
事
に
浅
川
澄
一
、
梅
原
ゆ
き
江
、
角
湯
千

鶴
、
小
林
里
美
、
小
町
純
一
、
高
倉
幸
次
、

茶
山
ち
え
子
、
平
野
陽
子
。

引
き
続
き
同
会
場
で
懇
親
会
を
開
い
た
。

事業名
収入 支出 収支差

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ①−④ ②−⑤ 参考

収入予算 収入実績 達成率 支出予算 支出実績 消化率 予算収支 収支実績 2015 年度
収支実績

事
業

公１
千葉県指定管理事業 87,075 87,327 100% 89,075 88,404 99% -2,000 –1,077 -6,659
福祉サービス第三者評価事業 10,000 13,724 137% 10,000 13,139 131% 0 585 3,317
ふれあいねっと 0 0 0% 5,000 3,413 68% –5,000 –3,413 -1,500

計 97,075 101,051 104% 104,075 104,956 101% -7,000 -3,905 -4,842
公２ みなと＊しごと 55 24,506 24,506 100% 24,506 24,506 100% 0 0 0 

計 24,506 24,506 100% 24,506 24,506 100% 0 0 0 
公３ コミュニティカフェ事業 1,000  1,499 150% 4,000  3,159 79% -3,000 -1,660 -2,843

計 1,000 1,499 150% 4,000 3,159 79% -3,000 -1,660 -2,843

公益事業合計（A） 122,581 127,056 104% 132,581 132,621 100% -10,000 -5,565 -7,685
収１ 受託研修 16,000 17,511 109% 14,000 15,106 108% 2,000 2,405 2,658

計 16,000 17,511 109% 14,000 15,106 108% 2,000 2,405 2,658

収２ 高齢者疑似体験 25,000 17,490 70% 13,000 11,356 87% 12,000 6,134 13,629
認知症疑似体験 2,000 1,225 61% 1,500 1,383 92% 500 -158 -400 

計 27,000 18,715 69% 14,500 12,739 88% 12,500 5,976 13,229
収３ 料理教室・健康マージャン等 7,100 7,125 100% 7,000 8,123 116% 100 -998 -412

計 7,100 7,125 100% 7,000 8,123 116% 100 -998 -412

収益事業合計（B） 50,100 43,351 87% 35,500 35,967 101% 14,600 7,384 15,475
公益事業・収益事業

（A ＋ B）合計 172,681 170,407 99% 168,081 168,588 100% 4,600 1,819 7,790

共
通

会費収入・雑収益 13,800 9,837 71% 0 0 0% 13,800 9,837 12,086
管理費 0 0 0% 17,600 20,780 118% -17,600 -20,780 -16,069

組織運営費 0 0 0% 800 783 98% -800 -783 -136
共通（法人会計）合計 13,800 9,837 71% 18,400 21,563 117% -4,600 -11,726 -4,119

公益法人合計 186,481 180,244 97% 186,481 190,151 102% 0 -9,907 3,671

WAC定時総会
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6項目は氏名　◉現在の仕事や活動　♥自己紹介

浜 洋子
◉NPO法人福祉コミュニティ大田 代表理事 
　NPO法人大田区介護支援専門員連絡会 理事長
♥私の手元には、1998 年 3 月の日付、南品川の住所で、下
河辺淳 WAC 会長名の「ホームヘルパー3 級」修了証があります。
超ショートカットのまだ若い私の顔写真が付いています。
WAC とのおつきあいは、地域活動の仲間がポイントとして活動
しているなどあって、介護福祉の仕事を始めるにあたり、3 級
の資格から「WAC まごころサービス」で有償ボランティアとし
て学ばせていただくことから始まりました。現在代表を担って
います NPO 法人「福祉コミュニティ大田」も設立から 18 年。
WAC で学ばせていただいたことへのお返し、また新たにご一緒
できることを探すため、今回理事の任を頂きました。よろしくお
願いします！

新理事 一覧（2017 年 6 月 28 日現在）

三宅 章之
◉NPO法人福祉のとも・あゆみ 副理事長
♥ WAC の理念「働き、学び、役立ち、楽しもう」を大事にし、
地域住民（子供、障がい者、高齢者）の誰もが安全・安心な
生活ができるよう、皆さんと協力し合いながら活動していきま
す。
また、高齢者、障がい者が有償・無償で働ける場所づくりを市
民とともに模索していきます。
WAC 会員としてその名に恥じぬよう地域福祉に貢献していきま
す。

浅川 明子
♥高齢者疑似体験プログラム「うらしま太郎」のインストラクタ
ーとして、WAC ポイントの認定 NPO 法人「ケア・ハンズ」を
経由し、1999 年よりWAC 事務局職員として従事しています。
高齢者疑似体験プログラム「うらしま太郎」の研修、また近年
はヘルパー研修にも携わっています。WAC での活動を基盤とし
ながら、日本歯科大学東京短期大学においても非常勤講師を務
めています。これまで培った経験を活かし、よりよい高齢社会
へ貢献する活動を、今後とも持続していきたいと思います。

町野 美和
◉千葉ケア企業組合 代表理事
♥ 1989 年に WAC に入職。ヘルパー研修、子育て支援、認知
症疑似体験などの事業を推進。2010 年の WAC 退職後も東京
都港区のパソコン教室や千代田区の認知症予防教室、基金訓練・
求職者支援事業の WAC 千葉校などの事業に携わる。
同年千葉ケア企業組合の「ケアマネまさご」、「デイサービスま
さご」、「ヘルパーまさご」を起業し、介護予防・介護保険事業
を実施。13 年に WAC の理事に就任。介護職員研修や地域包
括ケアを通じ，WAC の心を伝播し、会員拡大に努めたい。

小川 眞誠
◉ NPO法人日本心身機能活性療法指導士会 理事長
♥高齢者の健康増進を目的に、ゲートボールの普及促進に励む。

「国土庁長官杯全国・離島交流ゲートボール親善大会」や交通
遺児育成のための「ゲートボールあしながおじさんチャリティ大
会」等の運営を行う。1991 年「日本ゲーゴル協会」を設立し、
認知症や脳卒中後遺症の改善プログラムを開発。
2001 年 NPO 法人「日本心身機能活性療法指導士会」を設立
し、認知症改善プログラムの「心身機能活性運動療法」の普及
を推進している。海外では香港、上海、台湾等で活動。

須藤 康夫
◉シニアビジネス団体 常務理事 
　全国通訳案内士
♥ 1976 年一橋大学を卒業し大東京火災海上保険に入社。
2005 年 10 月あいおい基礎研究所代表取締役社長、2010 年
4 月 MS ＆ AD 基礎研究所代表取締役社長、2015 年 4 月 MS
＆ AD 基礎研究所顧問。同年 6 月から 2017 年 6 月まで公益
社団法人長寿社会文化協会理事長。

纐
こ う

纈
け つ

 恵美子
◉あいあらいず株式会社 代表取締役 
　居宅介護支援事業所の管理者 
　福祉用具専門相談員研修講師、介護支援専門員実務・専門Ⅰ・Ⅱの講師
♥現役の主任介護支援専門員として他者のために自らできる
ことは何かを考え、日々行動できる人でありたいと思います。
WAC では社会貢献の義務と責任を果たすべく努めてまいりま
す。厳しい時だからこそ、心を一つに会員・役員・事務局が一
体となってチーム「オール WAC」を微力ながら作り上げていき
たいと思います。
現場の声に真摯に耳を傾け、誇りを持って仕事ができる環境を
作れるよう取り組んでまいります。この仕事に夢が持て，自ら
の技能や知識を活かしていけるよう， 全力で取り組ませていた
だきます。

藤井 紘一郎
♥今回で理事就任は連続 8 期となります。WAC が進める「少
子高齢化社会に向けた文化の創造」という仕事に関わらせてい
ただき、永い間一般企業で働いた私にとっては、まったく新し
い世界であり、いわば、第 2 の人生を過ごさせていただくこと
ができました。
この間、主に WAC のマネジメントと第三者評価事業について
の課題提起、事業体制づくりに携わりました。公益社団法人と
なった WAC は、今後、一層公益に貢献し、そのための体制、
体質づくりが肝要であると思っています。

西川 周
か ね

子
こ

♥これからは、シニアが人口の大きなパーセントを占める社会に
なると思われます。私たちシニアが、少しずつの力であっても、そ
れぞれの力を社会に役立てていければと考えています。
訪問看護、ケアマネージャー、初任者研修など在宅介護のサポー
トに長年携わってきました経験が少しでも、お役にたてればと思
っています。

田中 千世子
♥現在、厚生労働省の「生涯現役促進地域連携事業」（55 歳
以上の高年齢者の就業支援）に従事しています。高齢者の不安
3K（健康・金・孤独）は、「働く」ことで改善できることも多
いと思います。80 歳になっても現役であること、そのためには

「NO から始めないで」と伝え続けています。
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7 項目は氏名　◉現在の仕事や活動　♥自己紹介

新常務理事・監事 一覧（2017 年 6 月 28 日現在）

梅原 ゆき江
♥私は看護師としての最終の仕事に在宅看護を選びました。
プロのヘルパーを育てたいと WAC のヘルパー養成にも参加し、

「訪問看護ステーションさくら」に在職中。WAC がより一層活
性化できるように尽力したい。
WAC 活動の可視化の工夫と会員同士の交流を深めるようにしま
す。そして会員拡大に努めたい。参加したら楽しいと言われるサ
ロン、勉強の場をつくりたいと考えています。
会員の皆様からお知恵を頂きたいので待っています。

小町 純一
♥長崎市生まれ。大東京火災海上保険（現あいおいニッセイ同
和損害保険）に入社。営業畑を約 30 年間。2006 年あいおい
生命に出向。またも現場職で、その後コンプライアンス部を経て、
13 年 10 月退職。新入社員と支店長として 10 年間過ごした鹿
児島支店時代が印象深い。美味しい焼酎、食べ物を堪能し、霧
島・指宿などの温泉を楽しんだ。
13 年 11 月、WAC の事務局長に就任。15 年常務理事。事務
局として、多岐にわたる事業のサポートを最大限果たし、WAC
の基盤強化に尽力していきたい。休日は地域の仲間と交流して
いる。

小林 里美
♥子育て中に勤務していた柏市身障者機能回復訓練センターで
WAC 介護教室を知る。同教室を受講中の 1994 年 7 月、スカ
ウトされて WAC に入職。介護教室、在宅介護フォーラム、認
知症ケアを担当して全国を飛び回り、海外出張の機会も。
2006 年、WAC が千葉県福祉ふれあいプラザの指定管理者と
なったと同時に同施設の統括責任者となり、現在に至る。2011
年に理事、2013 年から常務理事。
2018 年、WAC は設立 30 年。支えてくださった会員の皆さん
とともに喜べる記念行事・節目を迎えられるよう努めます。

角湯 千鶴
◉インテリアデザイナー
♥ WAC の常務理事で最古参になり驚いています。最近は、福
祉インテリアの仕事が多くなりました。団塊の世代が定年を迎え、
老人施設に入所が難しくなると思われ、建築会社でも在宅介護
に関心を示し、また年金、介護、医療、認知症、老人施設の種
類と機能など多くの情報を求めています。
私が実施した講座でも参加者が多く、継続希望も多く、WAC と
企業との橋渡しをしていこうと思っています。
船旅、ウオーキング、俳句が趣味で、好奇心旺盛な高齢者を目
指しています。

監　事

菊地 敏夫
◉社会福祉法人清琉会 評議委員、NPO法人サンフラワー21 理事 
　NPO法人つくいの里 監事
♥製造会社および病院に勤務。病院事務長職を十数年務め、
2003 年に退職した。02 年〜 15 年まで医療・福祉の技術専
門家として ISO 審査に従事。09 年 WAC 会員。13 年 WAC 理
事、15 年 WAC 監事就任。現在神奈川県および東京都の福祉
サービス第三者評価の評価者を務める。趣味は家庭園芸、トレ
ッキング、写真、読書など。

鈴木 誠　◉税理士

♥ 1983 年に税理士登録し、税理士事務所開業。服部万里子さ
んとの縁で 2013 年に WAC 監事に就任。税理士としての職能
を活かして、一般法人よりも厳格さが求められる公益法人の監
査に務めたい。

高倉 幸次
◉WAC近畿ネットワークセンター代表 
　ほっとケアまほろば（滋賀県草津市）代表、診療放射線技師 
　ホームヘルパー 2級、奈良薬師寺僧侶
♥ 2002 年一番ヶ瀬康子元会長とのご縁で入会。「地域 3 世代
子育て支援事業」に参画、03 〜 04 年認知症疑似体験インス
トラクターを務め、07 年から認知症予防健康マージャンとサロ
ンを開催。
12 年「安心を皆で育むまちづくり事業」。13・14 年度滋賀県
介護予防事業。14 年度から「WAC 在宅介護フォーラム in 滋賀」
を開催。入鹿山松子氏より近畿ネットワークセンターを引き継ぐ。
2018 年度、WAC は設立 30 年を迎える。担当の一員として、
記念事業成功に尽力する。

茶山 ちえ子
◉WAC中国ネットワークセンター 代表 
　NPO法人 WAC広島ふれあいセンター 理事長 
　市民福祉ネットワーク「ひろしま」代表幹事
♥私は 1974 年に北海道から広島へ嫁ぎ、2 人の子供たちは
それぞれ一家を構え、現在は夫と介護 4 の車椅子生活の姑と 3
人で暮らしています。WAC へは 1995 年に入会し、広島での
生活の約半分を WAC と共に過ごしてきたことになります。
WAC の置かれた環境も時代とともに変わってきていますが、こ
れからも WAC の和がますます広がるよう、本部と地域との橋
渡しを続けていきたいと思っています。

浅川 澄一　◉ジャーナリスト

♥ 1971 年に慶應義塾大学経済学部を卒業し、日本経済新聞社
に入社し新聞記者生活に入る。1987 年に月刊誌「日経トレン
ディ」を創刊し、5 年間編集長を務める。
2011 年に定年退社するまでの直前 13 年間は、介護保険制度
を中心に、高齢者ケアや待機児問題、地域の NPO 活動などを
取材、執筆する。著書に「これこそ欲しい介護サービス！」「あ
なたが始めるケア付き住宅」など。
6 年前からオランダと英国への海外視察を毎年のように企画し
訪問している。城や建築好きが高じて、日本城郭検定 3 級証書
を取得、すみだ北斎美術館一日館長も務めた。

平野 陽子
♥ 1999 年から WAC 事務局職員として研修事業に従事してい
ます。今後は、他団体との連携やポイント活動の活性化につな
がる事業や活動をつくりあげていきたい。理事、ポイント、会員、
事務局職員の役割をそれぞれ明確にし、WAC の創立 30 周年
に向けて会員を増やし、活動を広めていきたい。
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介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
・
定
着
支
援
事
業

川
崎
市
か
ら
の
委
託
事
業

２
０
１
７
年
４
月
に
、
神
奈
川
県
川
崎
市

の
「
介
護
人
材
マッ
チ
ン
グ
・
定
着
支
援
事
業
」

の
企
画
提
案
に
応
募
し
ま
し
た
。
応
募
者
は

Ｗ
Ａ
Ｃ
と
も
う
１
社
で
、
そ
の
中
か
ら
Ｗ
Ａ
Ｃ
の

企
画
提
案
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、
17
年
６

月
か
ら
18
年
３
月
末
日
ま
で
行
い
ま
す
。

川
崎
市
介
護
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
・
定
着
支
援

事
業
に
は
２
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
求
職
者
へ
の
介
護
職
員
初
任
者
研
修

と
、
介
護
職
と
し
て
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
終
了
後
に
、
川
崎
市
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
へ
の
就
労
の
た
め
の
人
材
紹
介
を
行
う

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
求
職
者
は

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
直
接
雇
用
さ
れ

ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
こ
の
事
業
を
計

画
立
案
す
る
際
に
協
力
い
た
だ
い
た
田
中
千
世

子
理
事
も
同
行
し
、
一
緒
に
平
野
と
２
人
で
行

い
ま
し
た
。

川
崎
市
の
関
係
部
署
の
責
任
者
が
５
人
ほ
ど

来
て
い
る
な
か
、
15
分
間
の
緊
張
の
プ
レ
ゼ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

「
昨
年
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で
す
か
？
」

「
生
活
保
護
者
の
方
へ
の
就
労
支
援
は
ど
の
よ

う
に
し
ま
す
か
？
」な
ど
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

受
け
答
え
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
何
度
も
練

習
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
番
に
な
る
と
な
か

な
か
笑
顔
が
つ
く
れ
ず
、
表
情
が
ひ
き
つっ
て
し

ま
い
、
田
中
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

求
職
者
向
け
の
介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
第

1
期
か
ら
第
4
期
ま
で
各
15
人
、
介
護
保
険
事

業
所
向
け
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
は
第
1
期

か
ら
第
3
期
ま
で
各
15
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

17
年
７
月
か
ら
第
1
期
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
が
始
ま
り
、

８
月
か
ら
は
求
職
者
の
介
護
職
員
初
任
者
研
修

が
始
ま
り
ま
し
た
。
７
月
か
ら
18
年
３
月
ま
で

に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
を
３
回
、
求
職
者

向
け
の
研
修
を
４
回
行
い
ま
す
。

求
職
者
の
第
１
期
生
は
、
男
性
と
女
性
が
半

数
ず
つ
で
し
た
。
研
修
初
日
は
と
て
も
硬
い
表

情
で
ど
う
な
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
授
業
が

進
む
に
つ
れ
て
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
り
あ
い
、

皆
さ
ん
打
ち
解
け
て
明
る
い
教
室
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
す
で
に
第
1
期
生
の
方
々
は
川
崎
市

内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
働
い
て
い
ま

す
。求

職
者
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
交
流
研
修

を
行
い
、
ま
ず
は
求
職
者
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
―

が
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
、
事
業
所
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
求
職
者
全
員
が
就
職
で
き
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職
先
と
の
マッ
チ
ン
グ
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
業
を
行
う
た
め
に
、
パ
ソ
ナ
で
昨
年
ま
で

川
崎
市
の
就
労
支
援
事
業
を
担
当
し
て
い
た
向

井
隆
康
さ
ん
を
Ｗ
Ａ
Ｃ
職
員
と
し
て
採
用
し
ま

し
た
。
ま
た
、
パ
ソ
ナ
か
ら
は
、
鶴
我
知
香
江

さ
ん
と
橋
本
あ
り
さ
さ
ん
を
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

川
崎
市
か
ら
来
年
度
の
事
業
見
積
も
り
依
頼

も
来
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
度
も
ぜ
ひ
継
続
し
て

こ
の
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
良
い
結
果
を
残
し
た

い
で
す
。

（
研
修
・
教
育
事
業
担
当
常
務
理
事
／
平
野
陽
子
）

要要
主主

事事
業業
のの
報報
告告

こ
と
、
も
う一つ
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
職
員
向
け
に
採
用
力
、
新
任
職
員
育
成
力

向
上
、
職
員
の
定
着
を
図
る
た
め
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
研
修
を
行
う
こ
と
で
す
。

受
講
期
間
は
約
６
カ
月
で
す
。
前
半
の
３
カ

月
は
座
学
に
よ
る
研
修
、
求
職
者
と
の
交
流
研

修
や
就
職
相
談
会
も
行
い
ま
す
。
後
半
３
カ
月

は
、
研
修
と
並
行
し
て
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
（
求
職

者
の
受
け
入
れ
）
を
実
施
し
、
最
終
回
に
は
、

成
果
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

こ
の
マッ
チ
ン
グ
事
業
は
昨
年
、
株
式
会
社
パ

ソ
ナ
が
受
託
し
、
そ
の
中
で
Ｗ
Ａ
Ｃ
は
介
護
職

員
初
任
者
研
修
だ
け
を
担
当
し
ま
し
た
。
求
職

者
は
パ
ソ
ナ
か
ら
の
派
遣

社
員
と
し
て
、
介
護
施
設

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
川

崎
市
か
ら
の
委
託
事
業
者

の
条
件
と
し
て
、「
派
遣

業
を
で
き
る
事
業
所
」
と

あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
度

は
「
派
遣
業
を
で
き
る

事
業
所
」
と
い
う
条
件

が
な
く
な
り
、「
紹
介
」

が
で
き
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
た
た
め
に
、
Ｗ

Ａ
Ｃ
も
応
募
で
き
る
よ

受
講
生
募
集
チ
ラ
シ

就職相談会の面談風景
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お
年
寄
り
体
験
を
実
施

東
京
都
台
東
区
の
小
学
校
で

高
齢
者
疑
似
体
験

就
職
者
は
１
４
８
人

紹
介
件
数
３
７
６
件
に

み
な
と
＊
し
ご
と
55

「
体
が
重
い
…
」「
文
字
が
見
え
な
い
よ
〜
」「
小

銭
入
れ
か
ら
お
金
が
取
り
出
せ
な
い
！
」
元
気

な
小
学
生
の
驚
き
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
９
月
14
日
、
台
東
区
立
富
士
小

学
校
で
３
年
生
全
員
94
人
が
高
齢
者
疑
似
体
験

「
つ
く
し
君
」
を
装
着
し
て
、
お
年
寄
り
の
心

身
の
変
化
を
体
験
し
た
。
当
日
は
担
任
の
先
生

や
取
材
に
来
て
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に
も
、
う
ら
し

ま
太
郎
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の

関
心
も
一
層
高
ま
っ
た
。

体
験
後
の
感
想
発
表
で
は
大
勢
か
ら
手
が
上

が
り
、「
お
年
寄
り
の
気
持
ち
が
わ
かっ
た
」「
こ

ん
な
に
大
変
だ
と
は
び
っ
く
り
し
た
」
と
各
自
、

思
い
を
話
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
「
高
齢
者
理
解
」
を

促
す
取
り
組
み
は
、
台
東
区
福
祉
部
福
祉
課
が

２
０
０
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
施
策
で
、
当
初
、

モ
デ
ル
校
１
校
と
児
童
館
お
よ
び
健
康
祭
り
で

の
体
験
を
Ｗ
Ａ
Ｃ
が
受
託
し
て
実
施
し
た
。

そ
の
後
、
徐
々
に
体
験
を
授
業
に
取
り
入

れ
る
学
校
が
増
え
、
昨
年
度
か
ら
は
台
東
区

内
の
研
修
を
希
望
す
る
す
べ
て
の
小
学
校
で
体

験
が
可
能
と
な
っ
た
。
今
年
度
は
全
19
校
の
う

ち
16
校
９
０
９
人
が
参
加
、
来
年
度
は
17
校

１
０
３
３
人
が
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

台
東
区
は
都
内
で
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
当

日
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
３
分
の
２
以

上
が
祖
父
・
祖
母
と
の
同
居
、
近
居
家
庭
で
あ

る
。
観
光
で
台
東
区
を
訪
れ
る
高
齢
者
も
多
い

日
本
は
ま
も
な
く
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
社
会
の
中
で
は
、
高
齢
者
も
重

要
な
労
働
力
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者
が
、
年

齢
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
能
力
や
経
験
を
活
か

し
て
生
涯
現
役
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
社
会
環

境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
み
な
と
＊
し
ご
と
55
」
は
、
お
お
む
ね
55
歳

以
上
の
求
職
者
を
対
象
と
し
た
無
料
職
業
紹
介

事
業
、
就
業
促
進
事
業
を
行
い
、
多
様
な
働
き

方
を
支
援
す
る
「
就
業
支
援
窓
口
」
で
す
。

今
後
も
求
職
者
減
と
高
い
有
効
求
人
倍
率

の
状
況
は
変
わ
ら
な
い
と
予
測
さ
れ
る
中
、
以

下
の
よ
う
な
目
標
、
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
８
カ
月
の

実
績
で
す
。

●
就
職
者
数

	

２
０
１
７
年
度
累
積
１
４
８
人

	
（
目
標
２
８
０
人
、
達
成
率
52
・
９
％
）

●
求
人
開
拓

	
２
０
１
７
年
度
累
積
１
１
４
２
件
／

	

２
５
２
５
人

	

（
目
標
１
６
０
０
件
／
３
３
０
０
人
、

	

達
成
率
71
・
４
％
／
76
・
５
％
）

●
求
職
者
数
（
み
な
と
＊
し
ご
と
55
へ
の
来
所

者
数
）

	

２
０
１
７
年
度
累
積
１
２
４
３
人

た
め
、
高
齢
者
に
優
し
い
台
東
区
の
子
ど
も
育

成
へ
の
支
援
と
し
て
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
担
う
役
割
は
大
き

い
。イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
学
校
を
訪
問
す
る

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
お
年
寄
り
へ
の
気
遣

い
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
笑

顔
と
元
気
を
も
ら
い
、
毎
回
楽
し
く
研
修
を
行

っ
て
い
る
。

（
研
修
・
教
育
事
業
部
主
任
／
榊 

芳
子
）

	

（
目
標
２
２
０
０
人
、
達
成
率
56
・
５
％
）

●
紹
介
件
数
（
紹
介
状
発
行
件
数
）

	

２
０
１
７
年
度
累
積
３
７
６
件

	

（
目
標
７
０
０
件
、
達
成
率
53
・
７
％
）

６
月
と
９
月
の
２
回
、
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
と
合
同
面
接
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
初
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
み
な

と
＊
し
ご
と
55
が
認
知
不
足
の
面
も
あ
る
の
で
、

で
き
る
限
り
の
媒
体
を
通
し
て
認
知
度
を
ア
ッ

プ
さ
せ
、
求
人
潜
在
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

み
な
と
＊
し
ご
と
55
へ
の
コ
ン
タ
ク
ト
の
き
っ
か

け
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
、
求
職
者
へ
の
丁
寧

な
対
応
と
情
報
提
供
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
（
求
職
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
）
求
人
を
集
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
、
２
０
１
７
年
度
末
に
向
け
て
、
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

所
長
／
小
野
澤 

誠
）

小銭入れや辞書を使用してお年寄りの不自由さを体験する。先生も 20 年後の自分に思いをはせて体験に熱が入る。

…　…　…　…　…　…　…　…　…

再就職支援セミナーの講師を務める筆者
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利
用
者
数
は
累
計
２
０
０
万
人
に

新
し
い
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
地
域
と
と
も
に

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
事
業

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
ふ
れ
プ
ラ
）

の
指
定
管
理
を
始
め
た
２
０
０
６
年
は
戌
年
だ

っ
た
。一
巡
し
て
今
年
ま
た
戌
年
を
迎
え
た
。
そ

の
２
０
１
８
年
は
指
定
管
理
者
が
更
新
さ
れ
る

節
目
の
年
で
も
あ
る
。

年
間
利
用
者
数
は
20
万
人
を
超
え
、
17
年

度
末
に
は
開
館
以
来
の
利
用
者
数
の
累
計
が

２
０
０
万
人
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ふ
れ
プ
ラ
は
指
定
管
理
で
運
営
さ
れ
て
い
る

公
立
施
設
で
あ
る
。「
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
設
置
管
理
条
例
」
に
基
づ
い
て
運
営
す
る

県
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
事
業
評
価
に
「
県
が

行
う
べ
き
事
業
で
あ
る
か
」
と
いっ
た
、
市
町
村

が
行
う
事
業
と
の
違
い
を
求
め
ら
れ
る
。

違
い
だ
け
で
は
な
く
、
県
は
市
町
村
支
援
を

担
う
た
め
、
的
確
な
支
援
と
な
っ
て
い
る
の
か
が

評
価
の
基
準
に
な
っ
て
く
る
。
幸
い
、
県
か
ら
の

指
定
管
理
者
管
理
運
営
評
価
は
３
年
連
続
で
最

上
位
の
「
優
良
」
を
頂
い
て
い
る
。

市
町
村
支
援
と
し
て
、
近
年
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーへ
の
支
援
で
あ

る
。
特
に
市
町
村
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
を
対
象
と
し
て
行
う
「
介
護
予
防
担
当

者
研
修
」
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
支
援
で
き
る
だ
け
で

は
な
く
、
支
援
方
法
を
探
る
た
め
の
情
報
収
集

に
も
役
立
つ
特
別
な
研
修
で
あ
る
。

総
合
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
急
激
に
数
が
増

え
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
町
村
間

新
た
な
視
点
な
ど
で
あ
る
。
後
者
は
基

本
的
に
要
望
が
あ
っ
た
市
町
村
に
出
張
し

て
行
う
。

17
年
９
月
に
千
葉
県
市
川
市
で
実
施

し
た
研
修
テ
ー
マ
は
、
市
川
市
が
決
め
た

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」。
市
川
市
は
３

年
前
ま
で
４
カ
所
し
か
な
か
っ
た
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
現
在
15
カ
所
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
役

割
を
担
う
た
め
の
会
議
運
営
能
力
を
高

め
て
、
急
激
な
変
化
に
伴
う
地
域
差
を

埋
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
研
修
に

は
市
内
す
べ
て
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
参
加
し
た
。

ふ
れ
プ
ラ
で
は
常
に
更
新
を
前

提
と
し
て
１
年
目
か
ら
５
年
後
を

見
据
え
て
事
業
計
画
を
練
り
、
事

業
遂
行
に
励
ん
で
き
た
。

具
体
的
に
は
、
認
知
症
カ
フェ
を
拡
大
、

認
知
症
予
防
の
「
オ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
総
合
事
業
に
も
活
用

で
き
る
運
動
と
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
組
み

合
わ
せ
た
「
ピ
ン
ピ
ン
キ
ラ
リ
初
歩
麻
雀
」

な
ど
社
会
の
要
請
に
沿
っ
た
事
業
を
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
行
っ
て
き
た
。
認
知
症
啓

発
イ
ベン
ト
や
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

既
存
の
自
主
事
業
も
、
内
容
を
大
胆
に

変
え
つ
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
実
施
し
て
き

た
。積

極
的
に
新
し
い
こ
と
、
予
期
せ
ぬ
事

態
に
対
処
で
き
た
の
は
、
約
50
人
い
る
職

員
の
力
が
諸
所
で
活
か
さ
れ
た
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

一
方
、
開
館
以
来
、
苦
戦
し
て
き
た
の
が
情

報
発
信
で
あ
る
。
利
用
拡
大
に
重
点
を
置
い
て

い
た
た
め
、
発
信
す
る
情
報
の
ほ
と
ん
ど
が
募

集
や
事
業
案
内
に
偏
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

情
報
発
信
の
強
化
を
行
う
た
め
Ｗ
Ａ
Ｃ
本
部

か
ら
人
材
を
補
強
、
17
年
度
か
ら
は
講
演
内
容

な
ど
最
新
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し

て
情
報
拡
散
に
努
め
て
い
る
。

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
17
年
11
月
に
行

い
、
２
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
「
千
葉
県

福
祉
機
器
展
」
の
開
催
報
告
を
掲
載
し
て
い
る

（
11
頁
に
関
連
記
事
）。
そ
の
他
の
施
設
内
容

や
研
修
ガ
イ
ド
な
ど
、
一
度
、
ふ
れ
プ
ラ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
統
括
責
任
者
・
常
務
理
事
／
小
林
里
美
）

で
は
数
量
的
格
差
、
市
町
村
内
で
は
地
域
差
・

質
的
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
現
場
で
役
立
つ
研

修
テ
ー
マ
の
選
択
は
、
地
域
差
に
影
響
な
い
汎
用

性
の
あ
る
も
の
と
特
定
の
地
域
や
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
要
望
に
基
づ
く
個
別
な
も
の
に
分
け
て
行
っ
て

い
る
。前

者
は
介
護
保
険
法
改
正
に
関
す
る
動
向
や

要要
主主

事事
業業
のの
報報
告告

南房総市の介護老人保健施設の専門職研修に講師を派遣

実習に来た国際医療福祉大学成田看護学部の学生たちと話す介護予防トレーニングセンターの利用者
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中
期
目
標
実
現
に
向
け

新
た
な
事
業
戦
略
の
確
実
な
実
行

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
事
業

第
三
者
評
価
事
業
は
今
期
活
動
の
ス
タ
ー

ト
に
あ
た
り
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
事
業
と
し
て
自
立
し
、

公
益
事
業
の一
翼
を
担
う
事
業
を
目
指
し
、
事

業
理
念
に
則
し
た
中
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
テ
ー
マ
は
「
事
業
体
制
の
確
立
」
を

掲
げ
、
す
べ
て
を
見
直
し
、
新
た
な
事
業
戦
略

を
立
案
し
、
確
実
な
実
行
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
正
会
員

で
も
あ
る
評
価
者
の
皆
さ
ん
に
も
周
知
し
、
第

三
者
評
価
事
業
関
係
者
全
員
で
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
入
札
に
よ
る
評
価
先
が
多
く
、
収

益
体
質
も
脆
弱
で
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
経
費
負
担
は
何

と
か
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
安
定
性
に
欠
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
者
評
価
の
質
に
つ
い
て
も

求
め
る
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ
ば
ら
つ
き
が

あ
る
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

今
期
は
そ
の
よ
う
な
体
質
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
、
事
業
体
質
の
確
立
に
向
け
た
事
業
戦
略

を
検
討
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り

で
す
。

①
評
価
の
質
の
向
上
：
事
業
者
の
満
足
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
総
合
的
な
評
価
力
を
強
化
す
る
。

②
安
定
的
な
事
業
基
盤
の
構
築
：
入
札
に
頼
ら
な

い
事
業
基
盤
お
よ
び
営
業
体
制
を
構
築
す
る
。

③
事
業
推
進
体
制
：
評
価
事
業
の
専
任
者
配
置
に

よ
り
、
計
画
の
着
実
な
実
施
と
、
評
価
者
・
事

務
局
・
受
審
事
業
者
・
第
三
者
評
価
推
進
機
構

な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
と
し
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
分
野

の
評
価
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
な
戦
略
と
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
評
価
者
育
成
・
補

強
を
行
い
、
評
価
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ

と
で
、
安
定
的
な
受
審
先
確
保
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

今
期
は
前
述
の
事
業
戦
略
を
関
係
者
全
員
で

一
歩
ず
つ
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
Ｗ
Ａ
Ｃ

に
貢
献
で
き
る
事
業
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
評
価
件
数

は
55
件
と
前
年
並
み
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

母
子
支
援
、
福
祉
用
具
、
障
害
関
係
、
共
同
生

活
援
助
、
認
可
保
育
所
等
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

分
野
の
受
注
も
で
き
ま
し
た
。
特
に
母
子
支
援

は
社
会
的
養
護
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
つ
き
、
来

期
に
継
続
し
て
評
価
資
格
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、

Ｗ
Ａ
Ｃ
第
三
者
評
価
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
大

き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
作
業
は
、
評
価
の
納
期
に
向
け
て
、

報
告
書
作
成
、
事
業
者
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、

第
三
者
評
価
推
進
機
構
へ
の
報
告
書
提
出
と
な

り
ま
す
が
、
評
価
者
、
事
務
局
が一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

来
期
（
中
期
計
画
２
年
目
）
に
向
け
て
は
、

前
述
の
３
つ
の
事
業
戦
略
の
初
年
度
の
実
績
を

見
直
し
、
新
た
な
課
題
を
整
理
し
、
第
三
者
評

価
事
業
の
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
臨
ん
で

い
き
ま
す
。

（
第
三
者
評
価
事
業
担
当
／
渡
邊
好
造
）

２
千
人
余
が
来
場
し
、

介
護
・
認
知
症
対
応
機
器
を
体
験

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

２
０
１
７
年
11
月
10
日
㈮
〜
11
日
㈯
、「
第

12
回
千
葉
県
福
祉
機
器
展
」
を
開
催
し
、
出
展

者
を
含
め
２
０
８
８
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
や
見
守
り
セ
ン
サ

ー
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
早
期
発
見
・
物

忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
各
分
野
の
最
新

機
器
を
展
示
し
、
来
場
者
に
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
介
護
人
材
発
掘
の
観
点
か
ら
福
祉
・

介
護
事
業
者
と
専
門
学
校
生
に
よ
る
ト
ー
ク
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
作
品
展
示
な
ど
を

新
し
く
取
り
入
れ
て
、
介
護
福
祉
関
係
者
の
直

面
し
て
い
る
課
題
に
対
応
す
る
企
画
を
よ
り
多

く
実
施
し
た
。

地
元
の
専
門
学
校
生
や
高
校
生
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
参
加
も

得
て
、「
各
方
面
の
連
携
の
場
」
と
し
て
も
有
意

義
な
福
祉
機
器
展
を
目
指
し
た
。

機
器
展
の
冒
頭
で
は
、
浴
風
会
認
知
症
介
護

研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
研
究
部
長
の
永
田

久
美
子
さ
ん
が
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
」
と
題
し

て
講
演
。「
地
域
の
『
つ
な
が
り
・
理
解
・
支
援
』

を
増
や
す
と
、
認
知
症
の
発
症
や
状
態
悪
化
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
か
ら
だ
』
や
『
こ

こ
ろ
』、『
暮
ら
し
方
・
環
境
』
と
い
っ
た
要
素

も
大
き
く
影
響
す
る
。
特
別
な
こ
と
を
し
な
く

て
も
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
な
い
で
外
に
出
て
、

よ
く
眠
り
、
栄
養
不
良
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
事
。
急
に
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た

り
、
話
や
行
動
が
変
に
な
っ
た
り
し
た
ら
、
点

検
し
よ
う
。
医
師
や
地
域
包
括
と
の
相
談
を
先

送
り
し
な
い
こ
と
も
重
要
だ
」
と
話
し
た
。

永
田
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、「
認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
隠
さ
な

い
で
早
く
オ
ー
プ
ン
に
し
よ
う
。
一
人
で
頑
張
ら

ず
、『
認
知
症
に
な
っ
て
も一緒
に
』
と
言
い
合
え

る
仲
間
や
つ
な
が
り
を
増
や
そ
う
。
自
分
の
大

切
な
こ
と
、
大
事
に
し
た
い
つ
な
が
り
を
書
き

留
め
て
お
こ
う
」
な
ど
と
提
案
し
た
。

（
管
理
部
広
報
担
当
／
昆
布
山
良
則
）第 1 ギャラリーの手芸療法体験コーナー（手前）とデイサービス利用者の作品展示

…　…　…　…　…　…　…　…　…
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担
い
手
の
養
成
研
修
を
各
地
で
実
施

介
護
保
険
の
新
総
合
事
業

介
護
保
険
の
新
総
合
事
業
（
新
し
い
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
が
全
国
の
自

治
体
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
家
事
や
外
出

支
援
な
ど
の
日
常
生
活
を
地
域
住
民
が
手
助
け

す
る
こ
と
で
、
虚
弱
者
や
要
支
援
者
の
重
度
化

を
防
ご
う
と
い
う
狙
い
で
す
が
、
担
い
手
不
足
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
自
治
体

が
担
い
手
で
あ
る
「
生
活
支
援
員
」
の
養
成
に

乗
り
出
し
て
お
り
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
は
そ
の
研
修
事
業

を
受
託
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
の
東
京
都
江
東
区
か
ら
始
ま

り
、
２
０
１
６
年
度
は
愛
知
県
（
株
式
会
社
パ

ソ
ナ
か
ら
の
受
託
）、
２
０
１
７
年
度
は
東
京
都

府
中
市
と
八
王
子
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
い

ま
す
。
自
治
体
と
は
別
に
、
東
京
し
ご
と
財
団

か
ら
も
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
年
続
け
て
研
修

事
業
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
東
京
し
ご
と
財

団
は
都
内
各
地
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
統

括
し
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
会
員
も
生
活
支

援
員
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

研
修
修
了
者
に
は
、
か
つ
て
の
３
級
ホ
ー
ムヘ

ル
パ
ー
並
み
の
知
識
や
能
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
は
、
３
級
ヘル
パ
ー
の
制
度
が
な
い

の
で
テ
キ
ス
ト
も
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
Ｗ

Ａ
Ｃ
は
出
版
社
の
日
本
医
療
企
画
と
一
緒
に
テ

キ
ス
ト
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
Ｗ

Ａ
Ｃ
を
通
じ
て
テ
キ
ス
ト
は
全
国
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

２
０
１
７
年
度
の
生
活
支
援
員
の
養
成
研
修

財
団
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
向
け
の

研
修
を
修
了
し
て
も
、
八
王
子
市
や
府
中
市
で

再
び
生
活
支
援
員
の
研
修
を
受
け
な
い
と
総
合

事
業
の
担
い
手
に
な
れ
ま
せ
ん
。

八
王
子
市
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
研
修
を
終
え
て
も
、
八
王
子
市
の
同

セ
ン
タ
ー
で
は
あ
ま
り
仕
事
が
な
い
の
で
、
改
め

て
八
王
子
市
が
主
催
す
る
担
い
手
研
修
を
受
講

し
た
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
。
両
方
と
も
Ｗ
Ａ
Ｃ

が
担
当
し
て
い
る
研
修
な
の
で
、
講
師
も
テ
キ
ス

ト
も
同
じ
。「
あ
れ
っ
？ 

ど
う
し
た
の
」
と
参
加

者
た
ち
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
自
治
体
が
独
自
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
講
義
を
再
受
講

す
る
の
は
、
時
間
も
経
費
も
無
駄
だ
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
資
格
の
統
一
を
図
ら
な
い
と
、
受

講
生
は
増
え
て
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
３
級
ホ
ー

ムヘル
パ
ー
と
い
う
旧
資
格
が
復
活
す
る
可
能
性

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
八
王
子
市
で
は
、
研
修
の
最
終
日
に

就
職
面
接
会
を
行
い
ま
す
。
総
合
事
業
の
「
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
」
に
参
入
し
て
い
る
15
の
事
業

者
が
、
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
を
し
な
が
ら
「
ぜ
ひ
う

ち
で
担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
を
し
ま
す
。

そ
の
後
、
別
の
日
に
受
講
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
に
赴
い
て
登
録
を
し
ま
す
。
登
録
を
す

れ
ば
、
仕
事
が
あ
っ
た
ら
紹
介
し
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
面
接
会
に
は
市
内
全
地
区
か
ら
多
く
の

事
業
所
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
修
了
生
の
ほ

と
ん
ど
は
自
宅
の
近
く
の
勤
務
地
を
希
望
し
て

い
る
の
が
現
実
で
す
。

自
治
体
と
し
て
は
、
若
い
人
も
受
講
し
て
ほ

し
い
よ
う
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
高
齢
者
一
色
で
、

中
に
は
80
歳
代
の
方
も
お
り
ま
し
た
。
元
気
な

シ
ニ
ア
の
方
々
に
、
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
も

ら
え
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
生
き
が
い
支
援
に
つ

な
が
る
よ
う
な
研
修
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
は
、
総
合
事
業
に
つ
い
て
講
師
の
手

配
を
は
じ
め
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
も
手
掛
け
て

き
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
皆
さ
ん
に
も
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
研
修
・
教
育
担
当
常
務
理
事
／
平
野
陽
子
）

事
業
は
、
府
中
市
で
３
日
間
・
18
時
間
の
講
座

を
年
３
回
、
八
王
子
市
で
は
２
日
間
・
12
時
間

の
講
座
を
年
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
日
に
開
く
の
で
、
受
講
生
は
無
職
や
シ
ニ
ア

の
方
が
多
く
、
特
に
65
歳
以
上
の
方
が
目
立
ち

ま
す
。
こ
う
し
た
研
修
は
市
町
村
に
任
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
問
題
が
あ
り
ま
す
。
東
京
し
ご
と

要要
主主

事事
業業
のの
報報
告告

府中市の生活支援員養成研修で高齢者疑似体験をする受講生（上下とも）
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「
男
の
手
料
理
教
室
」は
12
年
目
に

品
川
区
か
ら
の「
介
護
予
防
」委
託
事
業

認
知
症
カ
フ
ェ
講
座
に
1５
人
参
加

「
Ｄ
カ
フ
ェ
・
ラ
ミ
ヨ
」を
訪
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座

Ｗ
Ａ
Ｃ
は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
３
つ
の
事
業

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。「
男
の
手
料
理
教
室
」
と

「
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
」、
そ
れ
に
昼
食
提
供
の

「
食
事
処
」
で
す
。
い
ず
れ
も
東
京
都
品
川
区

か
ら
の
委
託
事
業
で
す
。

品
川
区
へ
の
提
案
か
ら
始
ま
っ
た
「
男
の
手

料
理
教
室
」
は
今
年
度
で
12
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
５
月
と
９
月
か
ら
２
コ
ー
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
10

回
、
合
計
で
年
間
40
日
開
き
ま
す
。
参
加
者
は

約
１
０
０
人
。

「
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
」
は
、
女
性
も
参
加

す
る
の
で
華
や
か
な
雰
囲
気
で
す
。一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
老
親
と
の
同
居
女
性
が
増
え
て
い

ま
す
。
調
理
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
と
の
コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョン
や
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
区
民
に
大
変
人
気
が
あ
り
、
募
集
開
始

日
の
朝
は
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
電
話
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
。

「
食
事
処
」
は
、
毎
月
第
３
火
曜
日
に

１
０
０
０
円
程
度
の
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

外
出
の
機
会
が
少
な
い
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
地
域
の
民
生
委
員
を
通
じ
て
参
加
者
を
募

っ
て
い
ま
す
。

「
男
の
手
料
理
教
室
」
の
卒
業
生
と
先
生
が
料

理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な

雰
囲
気
の
せ
い
か
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加

者
の
服
装
が
お
し
ゃ
れ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
品
川
区
と
契
約
し
、
Ｗ
Ａ

Ｃ
ポ
イ
ン
ト
の
「
さ
し
す
せ
そ
」
の
成
塚
江
見

子
さ
ん
が
現
場
を
取
り
仕
切
っ
て
い
ま
す
。
成

塚
さ
ん
は
元
Ｗ
Ａ
Ｃ
事
務
局
員
で
、
認
知
症
疑

今
年
度
の
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
は
、

自
主
事
業
の
「
認
知
症
カ
フェ
・
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ

フェ
」
の
講
座
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

７
月
８
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
全
４
回
の
講

座
に
は
、
女
性
10
人
、
男
性
５
人
の
計
15
人
が

参
加
し
た
。

関
東
地
方
の
介
護
施
設
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
チ
ラ
シ
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
専
門
職
が
半
数
を
占
め
た
。

職
場
で
認
知
症
カ
フェ
を
開
く
た
め
、
あ
る
い

は
、
す
で
に
開
い
て
い
る
が
、
よ
り
良
い
カ
フ
ェ

の
運
営
方
法
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。

な
か
に
は
、
認
知
症
の
本
人
・
家
族
、
そ
れ

に
地
域
住
民
も
集
ま
る
カ
フェ
を
開
設
し
た
い
と

い
う
山
形
県
か
ら
参
加
し
た一般
の
人
も
い
た
。

第
１
回
は
カ
フェ
を
既
に
運
営
し
て
い
る
人
た

ち
か
ら
現
場
の
声
を
届
け
た
。

「
す
も
も
Ｃａ
ｆe
」（
千
葉
県
船
橋
市
）、「
八

王
子
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
わ
た
ぼ
う
し
」（
東
京

都
八
王
子
市
）、「
認
知
症
カ
フェ
か
さ
ね
」（
千

葉
県
市
原
市
）、「
認
知
症
カ
フェ
お
れ
ん
じ
」（
東

京
都
小
金
井
市
）
の
４
カ
所
で
あ
る
。

第
２
回
は
、
東
京
都
目
黒
区
の
認
知
症
カ
フ

ェ
、「
Ｄ
カ
フ
ェ
・
ラ
ミ
ヨ
」
に
赴
き
、
主
宰
者

の
竹
内
弘
道
さ
ん
か
ら
開
設
の
経
緯
を
聞
い
た
。

病
院
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
で
も
カ
フェ
を

運
営
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
豊
富
な
認
知
症

ケ
ア
の
話
に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。

福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
浅
川
澄
一
・
Ｗ
Ａ
Ｃ

似
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験
の
担
当
で
し
た
。

講
師
は
、
６
年
目
の
関
本
美
貴
先
生
と
今

年
度
か
ら
の
狩
野
繭
子
先
生
の
２
名
体
制
で
す
。

狩
野
先
生
は
20
代
。
最
初
は
緊
張
や
戸
惑
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
で
は
生
徒
さ
ん
た
ち
の
ア

イ
ド
ル
で
す
。

来
年
度
も
継
続
し
て
品
川
区
か
ら
の
委
託
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
料
理
教
室
は
、
住

民
同
士
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
輪
を
広
げ
、
ご

近
所
同
士
の
つ
な
が
り
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
料
理
教
室
に
参
加
し
た
方
々
で
、親
睦
会

（
ほ
ぼ
飲
み
会
）
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェ
な
ど
居
場
所
づ

く
り
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
若
者
と
の
交
流
も
あ
り
、
毎
年
、
東
京

医
療
保
健
大
学
や
日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期
大

学
の
学
生
さ
ん
が
見
学
、
実
習
に
来
て
い
ま
す
。

（
研
修
・
教
育
担
当
常
務
理
事
／
平
野
陽
子
）

常
務
理
事
も
「
地
域
包
括
ケ
ア
と
認
知
症
カ
フ

ェ
」
の
テ
ー
マ
で
話
し
た
。

第
３
回
は
、
千
葉
県
柏
市
で
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ

ェ
を
運
営
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ケ
ア
ラ
ー
ネ

ッ
ト
み
ち
く
さ
」
理
事
長
、
布
川
佐
登
美
さ
ん

が
登
場
。
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
分
担
や
イ
ベン
ト
・

飲
食
の
提
供
法
の
話
の
ほ
か
チ
ラ
シ
を
そ
れ
ぞ

れ
が
作
っ
た
。
事
業
企
画
書
の
作
成
と
い
う
実

践
的
な
指
導
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

最
終
回
に
は
各
自
が
企
画
書
に
基
づ
い
て
カ
フ

ェ
開
設
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、
３
月
の
全
国
交
流

会
で
発
表
す
る
候
補
者
を
選
ん
だ
。

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
は
こ
の
ほ
か
、

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
出
張
県
民
研

修
と
し
て
千
葉
市
で
行
っ
て
い
る
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
事
業
担
当
／
昆
布
山
良
則
）

「Ｄカフェ」で竹内さんから話を聞く
（第２回）

運営者の事例発表を聞く受講生
（第１回）

…　…　…　…　…　…　…　…　…
狩野先生から指導を受ける受講生
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ポ
イ
ン
ト
か
ら
の

活
動
報
告

Ｗ
Ａ
Ｃ
ゆ
ず
り
葉
で
は
、
毎
年
、
大
阪
で

開
催
さ
れ
て
い
る「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
展
」（
西

日
本
最
大
級
の
福
祉
機
器
展
）
で
の
認
知
症

高
齢
者
疑
似
体
験
の
出
展
協
力
を
し
て
お
り
、

こ
こ
で
情
報
を
得
た
福
祉
施
設
の
職
員
研
修

や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
イ
ベ

ン
ト
等
の
依
頼
に
も
対
応
し
て
い
る
。

近
年
は
特
に
、
医
療
や
薬
剤
師
等
の
専
門

職
や
、
行
政
関
係
か
ら
の
研
修
依
頼
が
増
え

て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み

に
向
け
た
在
宅
重
視
の
シ
フ
ト
変
更
に
即
し

て
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
医
療
業
界

の
役
割
認
識
で
あ
ろ
う
。

９
月
は
、
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
、一
般
社
団
法
人「
日

本
訪
問
歯
科
協
会
」
で
は
、
全
国
各
地
の
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う
と
こ
の
研
修
を
企
画
さ
れ
、

大
阪
、
高
松
、
博
多
で
の
研
修
会
を
私
達
が

担
当
し
た
。

参
加
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
々
に
は
、
認

知
症
高
齢
者
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

「
ト
イ
レ
を
探
し
て
」
を
見
て
、
そ
の
後
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
意
見
交
流
を
し
て
い

た
だ
い
た
。

高
齢
者
が
ト
イ
レ
の
場
所
が
分
か
ら
ず
、

あ
ち
こ
ち
の
ド
ア
を
何
度
も
開
け
閉
め
し
な

が
ら
あ
た
り
を
見
回
し
て
み
る
映
像
に
つ
い

て
も
、「
特
に
違
和
感
や
奇
異
な
感
じ
は
し

な
い
。
お
年
寄
り
と
し
て
当
た
り
前
の
行
動

で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
優
し
い
声
掛
け

が
必
要
と
は
感
じ
る
が
…
」
と
発
言
さ
れ
た
。

さ
す
が
に
、
在
宅
や
施
設
で
多
く
の
高
齢

者
に
接
し
て
お
ら
れ
る
目
線
の
優
し
さ
に
感

心
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
神
戸
市
の
区
役
所
職
員
研
修
で
は
、

案
内
担
当
や
年
金
・
保
険
、
住
民
票
等
の
手

続
き
の
窓
口
担
当
者
か
ら
、
高
齢
独
居
者
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。

「
役
所
か
ら
来
た
郵
便
物
を
封
も
切
ら
ず
に
、

『
こ
ん
な
の
来
た
け
ど
な
ん
で
す
か
？
』
と

持
っ
て
く
る
人
が
い
る
」「
順
番
待
ち
を
し

て
、
窓
口
に
来
て
か
ら
、『
何
の
証
明
が
い

る
の
か
な
？
』と
考
え
込
ん
で
し
ま
う
」─
─
。

身
近
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

こ
と
と
、
迷
惑
を
か
け
ま
い
と
必
死
で
生
き

て
お
ら
れ
る
様
子
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

「
助
け
て
！
」
を
発
信
で
き
れ
ば
、
も
っ
と

楽
に
生
活
で
き
る
の
に
な
あ
〜
と
い
う
思
い

と
と
も
に
、
総
合
事
業
で
取
り
組
ま
れ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
が
、
こ
こ
に
必
要
な
ん
だ
と

実
感
し
た
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
の
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
に
、「
高

齢
者
疑
似
体
験
・
う
ら
し
ま
太
郎
」
が
あ
る
。

こ
れ
も
、
今
か
ら
20
年
近
く
に
な
る
だ
ろ
う

か
、
介
護
教
室
の
講
師
と
し
て
お
世
話
に
な

っ
た
ド
ク
タ
ー
が
開
業
早
々
の
ス
タ
ッ
フ
研

修
と
し
て
、
体
験
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
れ
は
、
来
院
す
る
お
年
寄
り
が
診
察
用

ベ
ッ
ド
に
移
る
時
、
ハ
イ
ハ
イ
の
姿
勢
で
乗

り
移
る
の
を
不
思
議
に
思
わ
れ
た
と
の
事
。

「
Ｗ
Ａ
Ｃ
ゆ
ず
り
葉
」�

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

「
そ
の
身
に
な
っ
て
み
る
」

認
知
症
高
齢
者
疑
似
体
験
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

そ
こ
で
、「
先
生
が
疑
似
体
験
し
て
み
ら
れ

た
ら
？
」と
勧
め
た
。体
験
し
た
先
生
は
、「
分

か
っ
た
で
‼ 

あ
の
狭
い
ベ
ッ
ド
に
乗
る
の

は
、
見
え
て
い
る
方
向
か
ら
で
な
い
と
怖
い

な
！
」
と
、
納
得
さ
れ
た
。

そ
の
身
に
な
っ
て
み
る
を
実
体
験
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
は
現
在
、
尼
崎
市
内
で
在
宅

医
療
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
多
く
の
市
民

の
信
頼
を
得
て
、
大
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
。

今
後
も
疑
似
体
験
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
手
法
は
、
多
く
の
人
の
共
感
を
得
、
優

し
さ
を
生
み
出
す
力
と
な
る
取
り
組
み
で
あ

る
。

（
代
表
／
桑
山
信
子
）

日本訪問歯科協会の認知症研修会。香川県高松市で 2017 年 9 月 10 日に開かれた
「かがわ認知症予防フェア」で

神戸市の区役所職員研修で
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『ふれあいねっと』は、個人
正会員144人、個人賛助会員
813人のほか、以下の法人・
団体のご協力により、発行して
います。

あいおいニッセイ同和損害保険㈱／Nウェアラブ
ル環境情報ネット推進機構／（一財）高齢者住宅財
団／（一社）コミュニティネットワーク協会／（公財）さ
わやか福祉財団／Nさをりひろば／篠原保育医療
情報専門学校／NSSSネットワーク／（一財）全国
勤労者福祉・共済振興協会／テクニカルコミュニ
ケーションズインテリジェントジャパン㈱／N東京
山の手まごころサービス／東友会関東支部／Nナ
イチンゲール／名古屋大谷高等学校／（一社）日本
健康麻将協会／（一社）日本産業カウンセラー協会
／N日本心身機能活性療法指導士会／（一社）日本
青少年育成協会／久光製薬㈱／Nりすシステム／
YKK AP㈱
※五十音順。㈱＝株式会社、㈲＝有限会社、（一財）＝
一般財団法人、（公財）＝公益財団法人、（一社）＝一般
社団法人、（公社）＝公益社団法人、㈻＝学校法人、N
＝NPO法人

あなたの暮らしをもっと豊かに、生き生きと
公益社団法人長寿社会文化協会 へ

入会しませんか！
WACはWonderful Aging Clubの略

楽しく年を重ねていきましょう！
個人賛助会員の年会費は3,000円

会員誌『ふれあいねっと』が届きます
（個人正会員の年会費は、10,000円）

●WAC会員の特典●
会員が安心してWACの活動に取り組めるよう、会員補償制度を設けています。

●ご入会およびお問合せ●
〠 105-0011 東京都港区芝公園 2-6-8 日本女子会館 1階　公益社団法人長寿社会文化協会

03-5405-1501㈹

●年会費のお振込先●
ゆうちょ銀行振替口座　00150-1-33737　公益社団法人長寿社会文化協会

理事会の報告

表紙の写真は：
右上隅◦千葉市で実施したコミュニティカフェ
開設講座で市内のカフェを見学する受講生たち

（P13）
右側の上から◦千葉県福祉機器展の折り畳み電
動カート試乗コーナー（P11）◦ 2017 年度
WAC 定時総会（P3 〜 5）◦千葉県福祉機器展
で行われた体操教室（P11）川崎市介護人材マ
ッチング・定着支援事業の受講生募集チラシ（P8）
左側の上から◦東京都品川区からの介護予防委
託事業「男の手料理教室」（P13）◦「かがわ
認知症予防フェア」での認知症疑似体験コーナー

（P14）◦市原市八幡公民館に出張した千葉県
福祉ふれあいプラザの一般県民研修（P10）

12月にWAC30周年記念イベント
WAC は 2018 年に設立 30 年を迎えます。17 年 11 月 10 日に開かれた第 6 回理事

会で、WAC 創立 30 周年記念イベントについて検討しました。開催日は 12 月 8 日（土）
の予定です。

理事会ではテーマを巡って議論が沸騰、町野美和理事が提案した「人生 100 年の生
きがい」に多くの賛同者がありました。テーマとイベント内容は、今後も検討・修正を加
えながら、これまでにない、時代に沿った新しい発表・発言の場になるよう企画してい
きます。

当日の理事会では、会員異動のほか、上半期の収支状況について、以下のように報告
がありました。
「上半期の収支状況は、昨年度同様、収益事業において厳しい状況が続いており、下期
も厳しい状況が続くと予測されますが、そのような状況の中で、今年度委託を受けた川
崎市介護人材マッチング・定着支援事業が収益に大幅に貢献する予定です」。

事業別の活動報告では、千葉県福祉ふれあいプラザが千葉県の管理運営状況評価で 3
年連続最高位の「優良」評価をもらえたことや国際医療福祉大学の実習先になったこと、
第三者評価事業は評価者の増員、初めて福祉用具サービス事業者を評価するなど活動の
幅が広がっています。

また、千葉県福祉ふれあいプラザの出張県民研修として千葉市で実施したコミュニティ
カフェ開設講座が千葉県内 15 市町村から延べ 159 人を集め、コミュニティカフェや認知
症カフェの立ち上げに貢献しています。

港区アクティブシニア就業支援センター「みなと＊しごと 55」の運営は、上期が前年
度比で就職者数など低調な実績となりましたが、合同就職説明会や再就職支援セミナー
が控えているため十分挽回できると思われます。

明るい話題として、70 代以上の方の採用実績、ハローワークとの定期的な説明会の開
始などがあります。また、港区の監査も問題なしと評価されました。
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2018 January

ご注文
お送り先の郵便番号、住所、電話番号、氏名、希望の号、冊数を下記までお知らせください。

◦ E-mail：iken@wac.or.jp　◦ FAX：03-5405-1502　◦ TEL：03-5405-1501
公益社団法人長寿社会文化協会

「ふれあいねっと」バックナンバーのご案内
1 冊 400 円（税込）＋送料（メール便）でお分けします。代金後払い（郵便為替・銀行振込、手数料お客様負担）です。
在庫がなくなり次第販売終了となりますので、あらかじめご了承ください。

・ WAC ポイント探訪
　健康マージャンでいきいき！（WAC

豊齢健康の街づくり）
・ 全国 WAC ポイント一覧
・ 熊本の今を知る──支援活動報告

（小林里美 常務理事）
・ ボランティアとオリンピック①
・ WAC 定時総会報告
　高齢者疑似体験や第三者評価が健闘
　前年度を上回る 367 万円の黒字に
・ 主要事業の報告
・ 惜別 下河辺淳初代会長が逝去

2016年10月号（No.272）
・ 巻頭言（須藤康夫 理事長）
・ WAC ポイント探訪
　笑顔弾ける 男の手料理教室
・ ポイントからの活動報告
　3 年連続でコミカフェ講座を開催
　音楽で人の心を癒す
・ 主要事業の報告
・ オーストラリア視察報告
・ ボランティアとオリンピック②
・ 外国人技能実習制度に介護職が追

加になることについて（須藤康夫 
理事長）

2017年3月号（No.273）

・ Message「行政の『代行』と介護
人材の育成に活路」（須藤康夫 理事
長）

・ 地域包括ケアを目指して
　山形県酒田市の日本版 CCRC、千

葉市のコミュニティカフェ
・ 主要事業の報告
　うらしま太郎はセット販売が大躍進
　新総合事業に対応した研修を受託
　第三者評価は 13 年で 196 件の実

績
・ 開設講座受講生が開いた 4 カフェを

ルポ
・ ポイントからの活動報告
　橋本市でコミュニティカフェ開設講座
　ヘルパーの調理実習研修
・ 惜別 国原徹さんが逝去
・ 「編集長の眼」No.10

2016年6月号（No.271）
・ Message「専業主婦から WAC と

共に 20 年」（茶山ちえ子 常務理事）
・ コミュニティカフェ開設講座 自主事

業として 2 期実施
・ 全国交流会で「コミュニティカフェプ

ラン」発表
・ 全国に広がる認知症カフェ
　WAC が手掛ける認知症カフェ
　千葉県で開設相次ぐ 4 カフェをルポ
・ 主要事業の報告
　「新しい総合事業」従事者養成研修を

受託
　元気高齢者向け施設を第三者評価
・ 在宅介護フォーラムを東京と滋賀で

開く
・「編集長の眼」No.9「『拠点型サ高住』

に注目、地域包括ケアへの近道」

2016年4月号（No.270）

・ Message「事務局として『裏方』
に徹したい」（平野陽子 常務理事）

・ WAC 定時総会
　会長に京極高宣さん、理事長に須藤

康夫さんが就任
　前年度の収支 213 万円の黒字に
　新役員一覧
・ 全国の WAC ポイント一覧
・ 主要事業の報告
　 「生活支援サービス研修」を始める
 麻雀牌の「パイゲーム」
 脳トレに効果、認知症予防に
・ 「編集長の眼」No.8「農家で認知

症ケア オランダで大人気」

2015年8月号（No.269）
・ Message「『市民』としての会員の

感覚を大切に」（鷹野義量 監事）
・ 3 地域でコミュニティカフェ開設講座
・ 全国交流会で「私のコミュニティカ

フェプラン」発表とグループ討論
・ 2013 年度の受講生が開いたコミュ

ニティカフェ紹介
・ 「認知症カフェ」が続々登場、地域

活動して広がる
・ ポイントからの活動報告
・ 主要事業の報告
・ 「編集長の眼」No.7「被災地にコミュ

ニティカフェ、『まちの LDK』として
好評」

・ お知らせ

2015年6月号（No.268）
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